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 要  旨 
スリムで効率的な行政運営の実現は、近年の行政改革の柱となっている。ここ数年、抜本的
な改革を促す新たな経営改革手法の法制化、検討が相次いだことで、行財政改革に向けた選択
肢が大きく広がり、その導入が、進みつつある。民間企業経営の視点を取り入れた一連の経営
改革手法により、公共サービスの提供主体のありかたはもちろん、地方公営企業の位置付けや
監理団体の存在意義を含め、行政運営全体の抜本的な改革が避けて通れないものとなっている。 
しかし、行政機関におけるさまざまな行政運営手法の導入や活用には課題があると考えられ、
試行錯誤の段階であるのが現状である。 
行政機関にも様々な分野がある。消防機関については安心・安全といった専門性が強いため、
経営的観点に基づく事業戦略は取りにくいと考えられている。しかし、経営的観念だけに基づ
いた事業戦略でなくても、消防機関に適した事業戦略マネジメント手法の提案は非常に有効だ
と考える。 
本論文の構成は５章からなる。第１章と第２章では、研究の背景と目的、従来研究から行政
運営手法の導入及び活用における問題点を示した。 
第３章では、従来研究及び先進事例から戦略計画手法である SWOT 分析を公共機関で用いる際
の課題を示した。 
第４章では、公共版 SWOT 分析をアレンジして、東京消防庁を例として分析を行った。 
その結果、既存の事業計画から事業戦略マネジメントが可能となることがわかった。 
また、新たな課題について考察を行った。 
第５章では、本研究のまとめと今後の課題について述べた。 
本研究を通じて、行政機関において、SWOT 分析に基づいた事業戦略マネジメント手法の有効
性を検証した。既存の事業計画を有する公共機関において、外部のニーズや内部の状況をわか
りやすく理解することが可能となるなど、いくつかのメリットを抽出できた。 
とかく公共部門の中でも専門的要素が強く、その把握が困難な消防行政において、事業戦略
マネジメント手法の有効性が検証でき、消防行政の現状を把握できたことは、安全、安心のま
ちづくりへの関心がかつてないほど高まっている今日において、自治体運営を考察する上での
一助になると考えている。 
 
 
